
                                                                                                          
 

 

 

 モジュール 1: 

英語の学習と指導に関する言語知識・背景 

モジュール 2: 

指導案作成と英語教授のための教材活用法 

モジュール 3: 

授業マネジメント 

バ
ン
ド 

４ 

受験者はTKTモジュール１のシラバスの全領

域(言語体系と言語学習の背景)について包
括的で正確な知識を発揮している。 
TKTモジュール 1でテストされる広範な概念、

専門用語、指導やプロセスは言語の記述、言
語スキル、言語学習プロセスの要素、さまざ
まな指導法、言語教師が使うタスクやアクティ

ビティに関連しているが、これについて良く理
解している。受験者はクラスの状況をよく知っ
ていようが知るまいが、どんな状況であっても

既存の知識を関連づけることができる。 

 

受験者は TKTモジュール２のシラバスの全

領域(指導案作成と教材活用法)について包
括的で広範な知識を発揮している。 
TKTモジュール 2でテストされる広範な概

念、専門用語、指導やプロセスは、指導案
作成や教材の活用、教室で特定のアクティ
ビティーを行う理由、特定の教材を使う理由

に関連しているが、これについて良く理解し
ている。受験者はクラスの状況をよく知って
いようが知るまいが、どんな状況であっても

既存の知識を関連づけることができる。 

  

 

受験者は TKTモジュール３のシラバスの全

領域(授業マネジメント、学習プロセスの管
理)について包括的で広範な知識を発揮し
ている。TKTモジュール 3でテストされる広

範な概念、専門用語、指導やプロセスは、
教師や学習者が授業で用いることば、学習
を促進するために授業マネジメントに使える

オプションに関連しているが、これについて
良く理解している。受験者はクラスの状況を
よく知っていようが知るまいが、どんな状況

であっても既存の知識を関連づけることが
できる。 

バ
ン
ド 

３ 

受験者はTKTモジュール１のシラバスの全領

域(言語体系と言語学習の背景)について概
ね包括的で正確な知識を発揮している。 

TKTモジュール１でテストされる広範な概念、

専門用語、指導やプロセスは言語の記述、言

語スキル、言語学習プロセスの要素、さまざ

まな指導法、言語教師が使うタスクやアクティ

ビティに関連しているが、これについてほとん

ど理解している。受験者はクラスの状況をよく

知っていようが知るまいが、どちらの状況で

あっても既存の知識を概ね関連づけることが

できる。 

受験者は TKTモジュール２のシラバスの全

領域(授業計画と教材活用法)について概ね
包括的で広範な知識を発揮している。TKT
モジュール３でテストされる広範な概念、専

門用語、指導やプロセスは、指導案作成や
教材の活用、教室で特定のアクティビティー
を行う理由、特定の教材を使う理由に関連

しているが、これについてほとんど理解して
いる。 
受験者はクラスの状況をよく知っていようが

知るまいが、どちらの状況であっても既存
の知識を概ね関連づけることができる。 

 

受験者は TKTモジュール３のシラバスの全

領域(授業マネジメント、学習プロセスの管
理)について概ね包括的で広範な知識を発
揮している。 

TKTモジュール３でテストされる広範な概
念、専門用語、指導やプロセスは、教師や
学習者が授業で用いる言語、学習を促進す

るために授業マネジメントに使えるオプショ
ンに関連しているが、これについてほとんど
理解している。受験者はクラスの状況をよく

知っていようが知るまいが、どちらの状況で
あっても既存の知識を概ね関連づけること
ができる。 

バ
ン
ド 

２ 

受験者はTKTモジュール１のシラバスの領域
(言語体系と言語学習の背景)について基礎

的な知識を発揮している。 
TKTモジュール１でテストされる広範な概念、
専門用語、指導やプロセスは言語の記述、言

語スキル、言語学習プロセスの要素、さまざ
まな指導法、言語教師が使うタスクやアクティ
ビティに関連しているが、これについていくら

かは理解している。受験者はクラスの状況を
よく知っている場合は既存の知識を関連づけ
ることができるが、状況を知らない場合は時

折関連づけることができる。 

受験者は TKTモジュール２のシラバスの領
域(指導案作成と教材活用法)について基礎

的な知識を発揮している。 

TKTモジュール２でテストされる広範な概

念、専門用語、指導やプロセスは、指導案

作成や教材の活用、教室で特定のアクティ

ビティーを行う理由、特定の教材を使う理由

に関連しているが、これについていくらかは

理解している。受験者はクラスの状況をよく

知っている場合は既存の知識を関連づける

ことができるが、状況を知らない場合は時

折関連づけることができる。 

 

受験者は TKTモジュール３のシラバスの領
域(授業マネジメント、学習プロセスの管理) 

について基礎的な知識を発揮している。 
TKTモジュール３でテストされる広範な概
念、専門用語、指導やプロセスは、教師や

学習者が授業で用いる言語、学習を促進す
るために授業マネジメントに使えるオプショ
ンに関連しているが、これについていくらか

は理解している。受験者はクラスの状況を
よく知っている場合は既存の知識を関連づ
けることができるが、状況を知らない場合は

時折関連づけることができる。 

バ
ン
ド 

１ 

受験者はTKTモジュール１のシラバスの領域
(言語体系と言語学習の背景)について限定

的な知識を発揮している。 

TKTモジュール１でテストされる広範な概念、

専門用語、指導やプロセスは言語の記述、言

語スキル、言語学習プロセスの要素、さまざ

まな指導法、言語教師が使うタスクやアクティ

ビティに関連しているが、これについて限られ

た範囲で理解している。受験者はクラスの状

況をよく知っている場合にのみ、既存の知識

を関連づけることができる。 

受験者は TKTモジュール２のシラバスの領

域(指導案作成と教材活用法)について限定

的な知識を発揮している。 

TKTモジュール２でテストされる広範な概

念、専門用語、指導やプロセスは、指導案

作成や教材の活用、教室で特定のアクティ

ビティーを行う理由、特定の教材を使う理由

に関連しているが、これについて限られた

範囲で理解している。受験者はクラスの状

況をよく知っている場合にのみ、既存の知

識を関連づけることができる。 

 

受験者は TKTモジュール３のシラバスの領
域(授業マネジメント、学習プロセスの管理) 

について限定的な知識を発揮している。 

TKTモジュール３でテストされる広範な概

念、専門用語、指導やプロセスは、教師や

学習者が授業で用いる言語、学習を促進す

るために授業マネジメントに使えるオプショ

ンに関連しているが、これについて限られた

範囲で理解している。受験者はクラスの状

況をよく知っている場合にのみ、既存の知

識を関連づけることができる。 

 

 

 

TKT: モジュール 1,2,3  バンド評価記述文 

 

原文（英語）は www.cambridgeenglish.org/images/22185-tkt-band-descriptors.pdfをご覧ください。 
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